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ケッペル （KPLM） 
主力事業以外が伸び増益、シナジー追求へ事業転換  

 

 
 

フィリップ証券株式会社 
シンガポール | 石油･ガスサービス | 業績レビュー  

BLOOMBERG ST:SP | REUTERS STEL.SI 

• 2017/12 期 3Q（1-9 月）は、売上高が前年同期比 8.4％減の

44.19 億 SGD、営業利益が同 6.7％減の 6.50 億 SGD、純利益が

同 11.1％増の 7.12 億 SGD となった。 

• インフラ事業と投資事業の売上高は 2 桁成長を見せたがオフ

ショア・海洋事業の売上高が 36％減少した影響により減収。 

• 2017/12 通期の市場予想は売上高が前期比 9.1％減の 61.63 億

SGD、純利益が同 12.5％増の 8.82 億 SGD である。 

What is the news? 

2017/12 期 3Q（1-9 月）は、売上高が前年同期比 8.4％減の

44.19 億 SGD、営業利益が同 6.7％減の 6.50 億 SGD、純利益が同

11.1％増の 7.12 億 SGD となった。インフラ事業と投資事業の売

上高は 2 桁成長を見せたが、工事数量の減少と複数のプロジェク

トの延期に見舞われたオフショア・海洋事業の売上高が 36％減

った影響により減収となった。4 事業のうち 3 事業は増益。主力

のオフショア・海洋事業は大幅減益だったものの、その他の事業

が補い最終増益となった。 

事業別では主力のオフショア・海洋事業は売上高が前年同期比

36.1％減の 13.12 億 SGD、純利益が同 99.0％減の 1.6 百万 SGD。

同事業は同社の事業部門で規模が最大だが、売上高全体に占める

比率は前年同期の 42.5％から 29.7％に縮小した。不動産事業は、

売上高が同 6.9％減の 13.50 億 SGD、純利益が同 12.2％増の 3.98

億 SGD となった。インフラ事業の売上高は同 31.4％増の 16.13 億

SGD、純利益が同 20.9％増の 96.8 百万 SGD となった。投資事業

は、売上高が同 51.2％増の 1.42 億 SGD、純利益が同 5.5 倍の 2.15

億 SGD と収益が大きく改善した。 
 

 

How do we view this?  

同社は 4 事業のシナジーを活かしたマルチビジネス戦略への転

換を図っており、持続可能で住みやすく、デジタル化されたコミ

ュニティをつくるための統合都市ソリューション「ケッペルアー

バンソリューション」を展開している。ホーチミン市でマイクロ

ソフトと提携し、ベトナム初のスポーツ、娯楽、生活のワンスト

ップハブ「サイゴンスポーツシティ」を建設する計画だ。 

2017/12 通期の市場予想は売上高が前期比 9.1％減の 61.63 億

SGD、純利益が同 12.5％増の 8.82 億 SGD である。 
 
 

 

 

業績推移

事業年度 2013/12 2014/12 2015/12 2016/12 2017/12F 2018/12F

売上高(百万SGD) 12,380 13,283 10,296 6,767 6,163 6,691

純利益(百万SGD) 1,846 1,885 1,525 784 882 920

EPS(SGD） 1.02 1.03 0.84 0.43 0.47 0.51

PER(倍) 7.56 7.49 9.18 17.93 16.40 15.12

BPS(SGD) 5.37 5.73 6.13 6.42 6.70 6.99

PBR(倍) 1.44 1.35 1.26 1.20 1.15 1.10

配当(SGD) 0.400 0.480 0.340 0.200 0.21 0.24

配当利回り(%) 5.19 6.23 4.41 2.59 2.72 3.11

※参考レート  1SGD=82.08円

　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.21 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 7.71

会社概要

企業データ（2017/11/30）

ベータ値 1.47

時価総額（百万SGD） 13,906

企業価値=EV（百万SGD） 20,587

3ヵ月平均売買代金（百万SGD） 30.0

主要株主（2017/11）     （％）

1.TEMASEK HOLDINGS PRIVATE LTD 20.53

2.BLACKROCK 5.00

3.VANGUARD GROUP 1.96
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2017/11/29

世界最大の海洋石油掘削機の製造企業。オフショア・

海洋事業、インフラ事業、不動産事業、投資事業を国際

的に展開しており、これまでに30ヵ国以上で展開。特にオ

フショア・海洋事業においてはグローバルリーダーとし

て、オフショアリグの設計、建設、修理や船舶の修理、改

装、造船を行う。アジア・パシフィック、メキシコ湾、ブラジ

ル、カスピ海、中東、北海にオフィスを構えている。インフ

ラ事業では電気・ガス、環境エンジニアリング、物流、

データセンタービジネスを展開。不動産事業では不動産

開発と不動産ファンドマネジメントを主としている。投資事

業では、主に投資会社であるk1 Venturesと通信サービ

スプロバイダー会社であるM1 Limitedに投資している。

                    （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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【レポートにおける免責・注意事項】

本レポートの発行元：フィリップ証券株式会社 〒103ー0026 東京都中央区日本橋兜町4番2号

TEL:03-3666-2101  URL：http：//www.phillip.co.jp/ 

本レポートの作成者：フィリップ証券 リサーチ部 公益社団法人 日本証券アナリスト協会検定会員 庵原浩樹

公益社団法人 日本証券アナリスト協会検定会員補 増渕 透吾

当資料は、情報提供を目的としており、金融商品に係る売買を勧誘するものではありません。 フィリップ証券は、レポートを提

供している証券会社との契約に基づき対価を得ております。当資料に記載されている内容は投資判断の参考として筆者の

見解をお伝えするもので、内容の正確性、完全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、お客様ご自身

の判断でなさるようお願いいたします。また、当資料の一部または全てを利用することにより生じたいかなる損失・損害につ

いても責任を負いません。当資料の一切の権利はフィリップ証券株式会社に帰属しており、無断で複製、転送、転載を禁じま

す。

＜日本証券業協会自主規制規則「アナリスト・レポートの取扱い等に関する規則 平14.1.25」に基づく告知事項＞

本レポートの作成者であるアナリストと対象会社との間に重大な利益相反関係はありません。


